
開館時間

休 館 日
主 　 催
協 　 力
後 　 援

観 覧 料

午前９時～午後５時３０分（入館は午後５時まで）
但し、８月の土・日曜日及び８月１３（月）・１４（火）・１５（水）は、
午前９時～午後６時３０分（入館は午後６時まで）
７月１７日（火）
愛媛県歴史文化博物館
四国旅客鉄道株式会社・伊予鉄道株式会社
愛媛県市町教育委員会連合会・愛媛新聞社・ＮＨＫ松山放送局・南海放送・
テレビ愛媛・あいテレビ・愛媛朝日テレビ・愛媛ＣＡＴＶ・ＦＭ愛媛
大人（高校生以上）５００円（４００円）／小中学校・６５歳以上２５０円（２００円）
※（　）内は２０名以上の団体料金。
※他にお得な常設・特別展共通券があります。
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■展示内容
愛媛の私鉄史／愛媛の国鉄史／宇和島鉄道史／
体験コーナー（出発進行！トレインワールド！／発車オーライ！てトロでＧＯ！）／応募写真
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本展では明治～昭和の愛媛県における鉄道史を紹介します。

愛媛県は、国鉄延伸に先駆けて私鉄が発達しました。伊予鉄

道は、日本鉄道（後の日本国有鉄道）、阪堺鉄道（現在の南海

鉄道）に次いで明治21年に開業し、民間軽便鉄道としては全

国で最初のものでした。また、宇和島鉄道も最初の敷設計画は

古いものでした。一方、予讃線の全通は、終戦の年でした。こう

した鉄道の歩みを貴重な写真、記念切符、プレートなどでふり

返ります。また、鉄道模型を走らせたり、エコ鉄道「てトロ」の体

験コーナーを設け、ご家族でも楽しんでいただける展示です。
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験コーナーを設け、ご家族でも楽しんでいただける展示です。

宇和島鉄道模型
愛媛県総合科学博物館所蔵
▼

宇和島鉄道模型
愛媛県総合科学博物館所蔵
▼

特別展

■展示内容
愛媛の私鉄史／愛媛の国鉄史／宇和島鉄道史／
体験コーナー（出発進行！トレインワールド！／発車オーライ！てトロでＧＯ！）／応募写真
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年　代　　明治時代

サイズ　　高さ102cm　幅73cm

所　蔵　　新開町自治会蔵・当館保管

年　代　　大正10（1921）年

サイズ　　幅5.7cm×高さ12cm×厚さ0.9㎝

所　蔵　　個人蔵／当館保管
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歴史
・
文書 鉄道５０年祝典記念文鎮

（
専
門
学
芸
員

　大
本
敬
久
）

　本資料は、鉄道開通５０年を記念し、鉄道省が製作し

たものです。材料としているのは、明治５（１８７２）年

１０月１４日、日本で初めて鉄道が新橋～横浜間を走っ

た際に使用したレールです。裏には、大正１０（１９２

１）年１０月１４日の刻印があります。

　開業当時のレールは、６０ポンドレール。つまり、６０

ポンド（約２７㎏）／１ヤード（約０．９ｍ）≒３０㎏／ｍ

の錬鉄製（炭素の含有量が少ない鉄）で、上下が

同じ形をしている双頭レールでした。本資料は、

その特徴がよく分かります。５０年を記念し、

１７万個が製作されました。付属の説明書によ

ると、この文鎮が製作された当時、京浜間の

レールは、１００ポンドレール（約５０㎏／ｍ）

になり、鋼鉄製で、底部が幅のある平底レール

となっていました。恐らく、レールを取り替え

た際、残しておいた双頭レールで製作したと思

われます。

　本資料は、当時愛媛県選出の衆議院議員深見

寅之助の子孫に伝わったものです。１７万個もの文鎮は、

深見寅之助など衆議院議員や貴族院議院のほか、政治的

有力者、経済的有力者、鉄道関係者幹部などに配られた

ものと思われます。

　本資料は、夏の特別展「ＧＯ　ＧＯ　ＴＲＡＩＮ！」で

展示します。ぜひ、この機会をお見逃しなく。

（主任学芸員　　平井　誠）
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　れきはくでは、4月24日から6月10日の期間中、特別展「リカちゃん－夢とあ

こがれの45年－」を開催し、会期中の土曜・日曜・祝日には、各種イベントを実施

しました。また、特別展期間中の5月3日に45周年を迎えたリカちゃんをお祝い

しようと、「リカちゃん HappyBirthDay」パーティーを行いました。パーティーに

は、約860名の方が参加され、リカちゃんの誕生日を祝いました。

　そして、一番人気の体験イベント「私だけのリカちゃん」には、お子様から大人

の方まで、多くのお客様が参加され、個性あふれるオリジナルのリカちゃん人形

がたくさん出来上がりました。更に、こども歴史館では、毎年恒例となった「鎧の

着付け体験」を実施しました。室内は、カッコいい戦国武将になりきったこどもた

ちで賑わいました。たくさんのみなさまのご来館、誠にありがとうございました。

特別展特別展

れきはくの夏☆スタンプラリー
日　時／特別展会期中　9：00～17：30　（受付は17：00まで）
場　所／常設・企画展示室
参加費／特別・常設展共通券（当日券）が必要です。

れきはくお化け屋敷part3
　　　　　　　　　～病院編～
日　時／特別展会期中
　　　　【平日】
　　　　▷13：00～16：00
　　　　【土・日・祝日及び8月13日～15日】
　　　　▷①10：00～12：00
　　　　　②13：00～17：00
場　所／こども歴史館
参加費／特別・常設展共通券
　　　　（当日券）が必要です

昔懐かし駄菓子屋さん
ラムネを作ろう
日　時／特別展会期中の土・日・祝日
　　　　及び8月13日～15日
　　　　10：00～12：00
場　所／エントランスホール
定　員／各日先着30名
参加費／300円

Myうちわをつくろう
日　時／特別展会期中の土・日・祝日
　　　　及び8月13日～15日
　　　　13：00～16：00
場　所／エントランスホール
材料費／200円

ミニSL乗車会
日　時／8月12日・8月19日・8月26日
　　　　①11：00～12：00　②14：00～15：00
場　所／エントランスホール
参加費／特別展観覧券もしくは
　　　　特別・常設共通券（当日券）が必要です

鉄道模型運転会
日　時／8月13日～15日
　　　　10：00～17：00
場　所／エントランスホール
参加費／無料
協　力／伊予鉄道株式会社
　　　　鉄道クラブ
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☆各イベントの事前申込は受け付けておりません。

関連イベント のご案内

れきはくのあしあと

れきはくのあしあと

れきはくのあしあと
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●発行日　平成24年6月1日　　●編集/発行　愛媛県歴史文化博物館
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歴史・文書講座　13：30～15：00・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号②『井伊直弼・伊達宗紀密談始末』を読む②

日　時：7月1日（日）
講　師：藤田　正（当館学芸課長）

講座番号③「はじめての香道」
日　時：9月9日（日）　13：30～15：30
講　師：橋本　典子氏（香十）
参加費：800円

講座番号④名誉館長講座「源氏物語」
日　時：9月22日（土・祝）
講　師：伊井　春樹（当館名誉館長）

考古講座　13：30～15：00・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号②「縄張り研究から見た南予の中世城郭」

日　時：6月24日（日）
講　座：日和佐　宣正氏（愛媛県教育委員会）

　希望する講座名・講座番号とご住所・お名前・年齢・電
話番号など必要事項を記入し、開講日の１週間前（特別展関
連講座②・③・⑤は２週間前）までにハガキなどでお申し込み
ください。定員に満たない場合は、申込締切後にも受付けます。
応募者多数の場合は抽選となりますので、あらかじめご了承
ください。参加費は、昼食代・講師謝金・施設観覧料等の実
費です。 お問い合わせ：企画普及グループ・歴史文化講座係

ＴＥＬ（0894）62-6222 ／ ＦＡＸ（0894）62-6161

平成 24年度 歴史文化講座・上期

【ホームページ】　http://www.i-rekihaku.jp

23
30

9 10

8

区分 一般 団体（2割引）

65歳以上 250円 200円

中学生以下
常設展
テーマ展

無料 無料
大人（高校生以上） 500円 400円

※企画展・特別展の観覧料はその都度定めます。
※団体は20名以上です。
※テーマ展をご覧いただくには、常設展示観覧料が必要です。

ご利用案内
■開館時間　9:00～17:30（入館は17:00まで）
■休 館 日　月曜日（下記カレンダーをご参照ください）
■観 覧 料

◆展示スケジュール2012.6 － 2013.3 ◆臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ
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▲
▲

「新春イベント」 平成25年1月2日（水）・1月3日（木）

▲

「おひなさまイベント」 平成25年3月2日（土）・3月3日（日）

「夏休みイベント」8月11日(土)～8月15日(水)

特別展「GO GO TRAIN！」
7月14日（土）～9月2日（日）

▲

「開館記念日イベント」11月11日（日）

特別展「佐田岬半島と西日本のサキオリ」
10月6日（土）～12月2日（日）

企画展「おひなさま」
平成25年2月19日（火）～4月7日(日)

※都合により、行事や展示、日程などについては、変更・中止される場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。

常
設
展
…
え
ひ
め
の
歴
史
と
文
化
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び
に
来
て
ね
！

特別展「GO GO TRAIN！」関連講座・・・・・・・・・・
講座番号①「南予の鉄道物語」

日　時：7月15日（日）　13：30～15：00
講　師：白石　尚寛氏（大洲市教育委員会）

講座番号②「古町車両工場見学会」（松山市）
日　時：7月21日（土）10：00～16：30
講　師：伊予鉄道株式会社鉄道部車両課職員
参加費：2,200円
対　象：小学生～一般　※小学生は必ず保護者同伴

講座番号③「四国鉄道文化館と別子銅山鉄道跡を訪ねる」（西条市・新居浜市）
日　時：7月28日（土）8：00～18：00
講　師：尾崎　俊氏（四国鉄道文化館館長）
　　　 久葉　裕可氏（広瀬歴史記念館館長）
参加費：3,400円
対　象：小学生～一般　※小学生は必ず保護者同伴

講座番号④「時刻表のおもしろさ」
日　時：7月29日（日）　13：30～15：00
講　師：平井　誠（当館学芸員）

講座番号⑤「宇和島運転区見学会」（宇和島市）
日　時：8月25日（土）11：00～16：00
講　師：JR四国　宇和島運転区OB
参加費：3,040円
対　象：小学生～一般　※小学生は必ず保護者同伴

（定員：30名）

（定員：30名）

（定員：30名）
【講座の申込方法】

博物館では、年に１回、収蔵資料をかびや害虫から守るため、くん蒸
（虫・菌の防除）を行なっています。

6月19日（火）・20日（水）6月19日（火）・20日（水）

夏休みは
毎日開館しています！
夏休みは
毎日開館しています！
7月18日（水）～9月3日（月）は
休まずに開館しております。


